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１  �

序
論

　

第
１
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
茶
文
化

の
商
品
化
に
は
異
な
る
形
態
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
関
係
し
て
お

り
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
C
B
T
）、
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
及

び
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
構
成
さ

れ
る
概
念
の
枠
組
み
を
提
案
し
た
。

本
章
で
は
、
茶
製
品
へ
の
関
心
を
高
め

る
手
段
と
し
て
、
そ
の
中
の
ヘ
リ
テ
ー

ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
紹
介
す
る
。
ス
リ

ラ
ン
カ
の
茶
栽
培
地
域
の
ケ
ー
ス
は
、

ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
茶
の
消

費
の
需
要
と
供
給
を
刺
激
す
る
特
徴

が
あ
る
一
方
で
、
地
域
の
ジ
ェン
ト
リ
フ

ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
再
生
高
度
化
）
の
脅

威
に
曝
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
と
は
言
え
、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
、
茶
生
産
の
持
続
す
る
上
で

の
戦
略
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、

な
る
負
の
影
響
に
よ
っ
て
陰
り
を
見
せ
る
。
こ
の
段
階
は
、
地
域

の
人
々
の
伝
統
や
文
化
の
存
続
を
目
指
す
茶
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の

持
続
性
に
顕
著
な
脅
威
と
な
り
、
移
住
者
の
圧
力
に
よ
っ
て
、
本

来
の
住
人
の
生
活
費
の
高
騰
、土
地
使
用
の
変
化
、地
価
の
変
動
、

そ
し
て
家
計
や
貯
蓄
方
法
の
転
換
が
迫
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
観

光
に
関
し
て
は
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
観
光
客
市
場
の

需
要
に
伴
う
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
動
向
に
合
わ
せ
て
、
居
住

空
間
を
再
構
築
す
る
こ
と
に
焦
点
が
置
か
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

観
光
客
自
身
が
、
セ
ル
フ
・
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ヘ
リ
テ

ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
概
念
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
な
建
築
環

境
を
維
持
し
て
い
く
再
生
高
度
化
の
当
事
者
と
な
る
の
で
あ
る
。

ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
、
遺
産
と
し
て
の
価
値
へ
の
関
心

か
ら
観
光
地
を
訪
れ
、
体
験
を
通
じ
て
芸
術
的
な
意
義
や
関
連

性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
観
光
地
の
歴
史

的
に
一
貫
性
の
あ
る
意
味
付
け
や
、
教
育
資
源
と
し
て
の
真
価
の

厳
密
性
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
茶
栽
培
地
域
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
、
村
落
や
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
、
茶
生
産
工
場
、
あ
る

い
は
茶
園
や
農
法
、
調
理
法
を
伝
え
る
遺
構
な
ど
の
文
化
景
観

な
ど
が
含
ま
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
遺
産
は
、
当
初
か
ら
観
光
客
を
誘
引
す
る
目
的

を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
観
光
振
興
が
図
ら
れ
、
外
部
か

茶
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
景
観
遺
産
や
地
域
特
有
の
生
活
を
喧
伝
す

る
ア
イ
デ
ア
を
も
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

２  �

ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

　

こ
こ
で
は
、
茶
栽
培
地
域
に
居
住
あ
る
い
は
滞
在
す
る
都
市
の

住
民
や
観
光
客
に
対
し
て
、
観
光
が
ど
う
関
与
し
て
き
た
か
に
つ

い
て
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
、
地
域
の
ジ
ェン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
過
程
を
た
ど
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
労
働
者
階
級
の
地
域

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
、
よ
り
裕
福
で
中
流
、
あ
る
い
は
上
流
階
級

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
属
す
る
新
し
い
住
民
に
置
き
換
わ
る
過
程

で
あ
る
。
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
波
及
力
の
異
な
る
四
段

階
で
起
こ
る
と
さ
れ
、
微
弱
な
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
初

期
の
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
真
の
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
そ
し
て
発
展
段
階
の
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
各
段
階

が
あ
る
。
初
期
の
ジ
ェン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
段
階
で
は
、
茶
の

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
は
歴
史
的
あ
る
い
は
文
化
的
保
護
や
保
存
の
形
の

恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
、
例
え
ば
農
家
が
共
同
で
所
有
し

て
い
た
茶
生
産
工
場
の
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
茶
博
物
館
へ
の
移
管

な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
恩
恵
も
、
都
市
住
民
や

観
光
客
の
流
入
に
よ
っ
て
、
地
域
の
本
来
の
住
民
と
の
入
れ
替
わ

り
が
お
こ
る
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
発
展
段
階
で
は
、
重

ら
人
々
が
流
入
し
、
観
光
客
や
投
資
家
も
流
入
す
る
中
で
、
伝

統
的
な
茶
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
や
生
活
の
在
り
方
も
変
化
す
る
。
例

え
ば
、
投
資
家
は
茶
農
園
の
伝
統
的
な
建
物
に
代
え
て
、
巨
大

な
リ
ゾ
ー
ト
施
設
を
建
て
る
だ
ろ
う
し
、
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て

茶
農
家
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
範
疇
で
あ
り
、
ニッ
チ

市
場
を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
問
題
や
対
立
を
防

ぐ
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
「
セ
ル
フ
・
ジ
ェン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と

い
わ
れ
、
長
期
滞
在
の
観
光
客
や
移
住
者
な
ど
と
いっ
た
ジ
ェン
ト

リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
担
い
手
が
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
地
元
民
に
な
り
、

帰
属
性
の
意
義
を
変
化
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
茶
農

家
の
機
能
を
変
え
る
こ
と
で
、
新
し
く
移
住
し
て
き
た
住
民
が
、

茶
レ
ス
ト
ラ
ン
や
茶
体
験
セ
ン
タ
ー
と
し
て
運
用
し
て
お
り
、
ス
リ

ラ
ン
カ
の
ヒ
ル
・
カ
ン
ト
リ
ー
の
ケ
ー
ス
が
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

３  �

ス
リ
ラ
ン
カ
の
ヒ
ル
・
カ
ン
ト
リ
ー
に
お
け
る
茶
文
化
の

商
品
化

　

ス
リ
ラ
ン
カ
は
世
界
第
４
位
の
茶
生
産
国
で
、「
セ
イ
ロ
ン
テ
ィ

ー
」
と
し
て
知
ら
れ
る
。
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
が
カ
ビ
に
よ
る
コ
ー
ヒ
ー

さ
び
病
で
壊
滅
し
た
一
九
世
紀
の
末
以
来
、
茶
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
歴

史
と
経
済
に
深
く
関
係
し
て
来
た
。
１
８
６
７
年
に
ス
コッ
ト
ラ
ン

お茶と観光
和歌山大学国際観光学研究センター　カウクルアムアン　アムナー
翻訳／和歌山大学観光学部	 　竹鼻　圭子

観光における茶文化の商品化

茶とヘルスツーリズム―スリランカのヒル・カントリーのケース７章



9　　月刊｢茶｣2018／9月号 月刊｢茶｣2018／9月号　　8

ド
人
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
が
ス
リ
ラ
ン
カ
に
茶
を
導
入
し
、

最
初
の
ス
リ
ラ
ン
カ
茶
は
同
年
に
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
の
南
東
に
あ
る
ル

ー
ラ
コ
ン
デ
ラ
で
栽
培
さ
れ
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
紅
茶
が
主
に
生

産
さ
れ
て
い
て
、
３
つ
の
海
抜
の
異
な
る
ゾ
ー
ン
で
栽
培
さ
れ
て
い

る
。
高
地
の
地
域
は
バ
ド
ゥ
ー
ラ
と
ヌ
ワ
ラ
・
エ
リ
ヤ
に
あ
り
、
海

抜
１
２
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
い
て
、
も
っ
と
も
優
れ
た
茶
が
生

産
さ
れ
る
。
海
抜
６
０
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
１
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
間

で
育
つ
茶
は
、
価
格
も
品
質
も
中
程
度
で
あ
り
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー

が
中
心
生
産
地
で
あ
る
。
海
抜
６
０
０
メ
ー
ト
ル
以
下
の
地
域
の

茶
は
カ
フ
ェ
イ
ン
濃
度
が
高
く
、
海
岸
線
か
ら
内
陸
に
入
っ
た
ふ
も

と
の
丘
陵
地
帯
が
生
産
の
中
心
で
あ
り
、
ガ
ル
や
ラ
ト
ゥ
ナ
プ
ラ

が
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
有
名
な
ワ
イ
ン
生
産
地
域
と
同
様
に
、
ス
リ
ラ
ン
カ

の
茶
生
産
地
域
は
７
つ
の
地
域
に
分
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

特
色
あ
る
茶
で
知
ら
れ
て
お
り
、
図
１
に
あ
る
よ
う
に
、
ヌ
ワ
ラ
・

エ
リ
ヤ
、
ユ
ー
ダ・プ
サ
ラ
ワ
、
デ
ィ
ン
ブ
ラ
、
ウ
バ
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
、

サ
バ
ラ
ガ
ム
ワ
、
ル
フ
ナ
で
あ
る
。
南
部
低
地
に
あ
る
ル
フ
ナ
を
除

い
て
、
他
の
６
箇
所
の
茶
農
園
は
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
時
代
の
豊
か

な
遺
産
の
「
ヒ
ル
・
カ
ン
ト
リ
ー
」
と
し
て
知
ら
れ
る
等
高
線
上

の
段
地
に
あ
る
。
ヒ
ル
・
カ
ン
ト
リ
ー
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
茶
観
光
の

主
な
資
源
と
な
っ
て
い
て
、
多
様
な
気
候
、
地
理
、
社
会
文
化
、

あ
る
い
は
様
々
な
環
境
要
素
に
起
因
す
る
。
こ
の
地
域
は
休
暇
を

利
用
し
た
観
光
客
が
多
数
訪
れ
る
有
名
な
観
光
地
で
あ
り
、
彼

ら
は
茶
の
遺
産
や
自
然
の
滝
に
恵
ま
れ
た
茶
園
の
景
観
の
中
で
、

余
暇
を
く
つ
ろ
い
で
過
ご
す
。

　

植
民
地
時
代
以
来
の
伝
統
で
、
茶
葉
は
タ
ミ
ル
人
の
女
性
に
よ

っ
て
、
７
日
か
ら
14

日
に
一
度
手
摘
み
さ

れ
、
日
々
の一
人
当
た

り
の
目
標
は
20
キ
ロ

グ
ラ
ム
か
ら
30
キ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
り
、
摘

ま
れ
た
茶
葉
は
茶
畑

に
点
在
す
る
古
い
茶

工
場
に
運
ば
れ
る
。

こ
の
伝
統
的
な
茶
摘

み
は
茶
遺
産
の
魅
力

的
な
要
素
の
一つ
で
あ

り
、
ヒ
ル
・
カ
ン
ト
リ

ー
を
訪
れ
る
観
光
客

を
魅
了
し
て
い
て
、

セ
イ
ロ
ン
テ
ィ
ー
の
文

テ
ル
と
し
て
営
業
し
て
い
る
。

●�

茶
農
園
主
バ
ン
ガ
ロ
ー
は
茶
農
園
地
域
に
散
在
す
る
が
、
以
前

は
茶
農
園
の
建
物
で
あ
っ
た
も
の
を
宿
泊
施
設
に
改
装
し
て
い

る
。
ベ
ラ
ン
ダ
の
あ
る
バ
ン
ガ
ロ
ー
は
２
種
類
の
文
化
の
建
築
物

が
あ
り
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
様
式
の
も
の
と
、
イ
ン
ド
の
王
宮
様

式
の
も
の
で
、
高
価
だ
が
海

外
か
ら
の
観
光
客
に
人
気
の

宿
泊
施
設
で
あ
る
。
茶
農

園
主
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
中
に
は
地

域
の
住
民
が
運
営
し
て
い
な

く
て
も
、「
テ
ィ
ー
・
ト
レ
イ

ル
」
を
組
織
し
て
、
茶
栽
培

の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
を
喧
伝
し
、

茶
の
ユ
ニ
ー
ク
な
生
活
の
実

体
験
を
宿
泊
客
に
提
供
し
て

い
る
。

●�

ブ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
テ
ル
は
茶
を

テ
ー
マ
と
し
た
宿
泊
施
設
と

し
て
建
築
さ
れ
た
小
さ
な
宿

で
あ
る
。
新
し
い
建
物
で
は

あ
る
が
、
遺
産
茶
園
の
雰
囲

化
と
し
て
商
品
化
さ
れ
た
茶
関
連
の
遺
産
体
験
観
光
を
経
験
で

き
る
。

　

茶
文
化
の
商
品
化
に
は
４
要
素
が
あ
り
、
茶
の
空
間
、
茶
の
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
ー
、
茶
の
物
産
と
サ
ー
ビ
ス
、
そ
し
て
茶
関
連
の
体
験

で
あ
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ヒ
ル
・
カ
ン
ト
リ
ー
の
茶
園
で
は
、
こ
れ
ら

４
要
素
が
ど
の
よ
う
に
商
品
化
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、
茶
に
関
連

し
た
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
中
で
も
茶
園
の
建
物
の
ジ
ェン
ト

リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
茶
に
関
連
し

た
観
光
体
験
は
茶
の
景
観
、
茶
に
関
連
し
た
建
築
物
、
あ
る
い
は

茶
摘
み
や
茶
の
製
造
、
販
売
、
消
費
を
利
用
し
て
い
る
。

　

茶
の
空
間
に
関
し
て
は
、
茶
製
造
会
社
が
茶
の
景
観
遺
産
を

利
用
し
て
お
り
、
茶
の
宿
泊
施
設
や
茶
観
光
体
験
の
セ
ン
タ
ー
の

特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
ヒ
ル
・
カ
ン
ト
リ
ー
の
茶
栽
培
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

ー
に
位
置
す
る
宿
泊
施
設
は
５
種
類
の
範
疇
に
分
け
ら
れ
、
ヘ
リ

テ
ー
ジ
・
ホ
テ
ル
、
茶
農
園
主
バ
ン
ガ
ロ
ー
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
テ
ル
、

別
荘
、
エ
コ
ロ
ッ
ジ
が
あ
る
。

●�ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ホ
テ
ル
は
植
民
地
時
代
の
茶
農
園
主
の
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
を
再
生
高
度
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
ク
ラ
ブ
に
は
バ
ー
や

食
堂
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
あ
り
、
宿
泊
施
設
の
あ
る
も
の
も
あ

る
。
例
え
ば
、
バ
ン
ダ
ラ
ヴ
ェ
ラ
の
フ
ォ
ー
マ
ー
・
プ
ラ
ン
タ
ー
ズ
・

ク
ラ
ブ
は
１
８
９
３
年
に
建
て
ら
れ
、
現
在
バ
ン
ダ
ラ
ヴ
ェ
ラ
・
ホ

図１　スリランカの茶栽培の７つの地域　http://www.sebastea.com/interesting/１図２　茶農園主バンガローでティー・トレイル体験の喧伝　www.enchantingtravels.com
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つ
て
使
わ
れ
て
い
た
建
物
や
機
械
な
ど
と
いっ
た
場
所
や
機
材
の
意

味
を
解
説
で
き
る
。
茶
の
小
売
店
に
行
く
前
に
、
観
光
客
は
会

社
の
ス
タ
ッ
フ
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
付
き
の
生
産
工
場
見
学
に
招
待
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
図
３
）。
ま
た
、
茶
を
提
供
す
る
た

め
の
レ
ス
ト
ラ
ン
施
設
を
持
つ
工
場
も
あ
り
、
茶
を
自
分
で
作
る

気
と
素
晴
ら
し
い
眺
望
を
う
ま
く
利
用

し
て
い
る
。

●�
別
荘
は
大
き
く
豪
華
な
建
物
で
、
必

ず
し
も
茶
園
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

遺
産
と
し
て
の
茶
の
空
間
と
茶
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
環
境
を
う
ま
く
利
用
し
て
い

る
。
例
え
ば
、バ
ン
ダ
ラ
ヴ
ェ
ラ
の
ダ
ッ
チ・

ハ
ウ
ス
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
オ
ラ
ン
ダ
風
建

築
物
の
デ
ザ
イ
ン
を
利
用
し
て
建
て
ら

れ
て
い
る
。

●�

エ
コ
ロ
ッ
ジ
は
田
舎
風
の
茶
関
連
宿
泊
施

設
で
、
茶
栽
培
地
域
独
特
の
自
然
環

境
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

宿
泊
施
設
以
外
に
も
、
多
く
の
茶
園
が

茶
セ
ン
タ
ー
と
し
て
茶
製
品
の
消
費
需
要

を
刺
激
す
る
た
め
の
様
々
な
体
験
を
提
供

し
て
い
る
。
茶
セ
ン
タ
ー
で
は
、
茶
生
産
現
場
で
茶
の
テ
イ
ス
テ
ィ

ン
グ
や
茶
工
場
見
学
な
ど
の
体
験
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
小
売
り

ベ
ー
ス
で
の
販
売
を
目
指
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
１
９
２
１
年
設
立

の
プ
サ
ワ
ラ
の
ブ
ル
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
ガ
イ
ド
を
配
置
し
て
お
り
、
生
産
過
程
を
説
明
で
き
、
か

こ
と
も
で
き
て
、
来
訪
者
は
満
足
す
る
。
ヌ
ワ
ラ
・
エ
リ
ヤ
の
ラ
ブ

ケ
リ
ー
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
は
工
場
の
敷
地
に
茶
レ
ス
ト
ラ
ン
を
置
き
、

茶
畑
と
谷
の
小
川
の
素
晴
ら
し
い
眺
め
を
楽
し
め
る
（
図
４
）。

こ
の
会
社
は
工
場
ツ
ア
ー
も
実
施
し
て
お
り
、
茶
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン

グ
の
た
め
の
観
察
室
も
あ
る
。

４  �

結
論

　

ス
リ
ラ
ン
カ
の
茶
産
業
が
衰
退
す
る
中
、
茶
農
園
遺
産
地
域
の

観
光
は
経
済
成
長
の
た
め
の
代
替
え
手
段
に
な
り
う
る
。
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
展
し
た
形
態
と
し
て
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
は
、
観
光
客
の
興
味
を
刺
激
し
、
茶
製
品
の
消
費
を
喚

起
し
、
茶
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
環
境
で
く
つ
ろ
ぎ
、

地
域
へ
の
帰
属
性
を
感
じ
て
、
セ
ル
フ
・
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
至
る
。
茶
遺
産
の
宿
泊
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
が
広
ま
っ
て
い
て
、

遺
産
建
築
物
を
転
用
し
た
も
の
や
、
茶
農
園
の
昔
な
が
ら
の
景

観
を
利
用
し
て
新
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ジ
ェン
ト

リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
超
え
て
、
そ
の
地
の
遺
産
と
し
て
の
価
値
を

理
解
す
る
こ
と
が
、
伝
統
的
な
茶
栽
培
地
域
の
保
護
の
促
進
に

は
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。

（
カ
ウ
ク
ル
ア
ム
ア
ン　

ア
ム
ナ
ー
）

（
翻
訳
者
：
た
け
は
な　

け
い
こ
）

図３　ブルーフィールドティーセンターのスタッフ。
昔の工場での生産の解説をして、観光客を製品の購入に導く。

図４　遺産の茶畑の景観と川の流れ。ヌワラ・エリヤのラブケリーティーセンター。


